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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・能力開発カードについて

　各自、4/30(月)までに能力開発カードを作成し松橋SGMへ提出して下さい。

・医療事故対策委員会より

　平成23年度の事故統計がでていますので各自確認をして下さい。

・部署懇談会に参加された方は会費を速やかに上口JGMへ支払って下さい。

・園芸プログラムについて

　園芸プログラム企画書の決裁が下りましたので各自、企画書を確認して下さい。全スタッフが

協力し順次、準備を進めていきましょう。

・足洗いの時間について

　軟膏処置の開始時間が20時に変更となった後、入浴がない日の足洗いの時間が統一されて

いませんでした。今後はナイトプログラム終了後に浴室の鍵を開け足洗いを行って頂くよう

にしましょう。本日のナイトプログラムにて患者様へ説明をお願いします。

＜週間予定＞

　4/23(月)　・大釜　万知様～腹囲測定

　4/24(火)　・五日市　規様～14時～16時までデイケア体験利用

　　　　　　・古川　富蔵様～準夜帯で両足にスピール膏処置

　　　　　　・症例検討会、行動制限最小化委員会13時半～

　4/25(水)　・寝具交換(毛布)

　4/26(木)　・皮膚科診察(GW中の確認)

　4/27(金)　・歯科診察(GW中の確認)

　　　　　　・モップ外し

＜リハビリテーションプログラム　2週間経過報告＞

・体育館使用できず現在も病棟にてプログラム実施しています。事故なく実施すること出来てい

ます。体育館と違い狭い為、事故のないように実施していきましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

・上村　みわ様～昨日、準夜帯にて歩行運動されており声掛けに「足がもっかりする」と話されています。退院に関する発言や病棟を離れようとする行動はありません。最近、マスクをつけている事あり理由については「めぐさいから」と被害的言動聞かれています。以前より、顔のシミ・そばかす・ホクロを気にする方ですので自傷行為に繋がらないようマスク使用時は適宜介入していきましょう。日課・プログラムの参加状況・余暇の過ごし方・所在の確認を行っていきましょう。

・稲垣　恵利子様～4/20(金)準夜帯に自室のドアを閉め私物いじりしている事あり声掛けに「開けないで恥ずかしいから」と話されている事あります。4/22(日)深夜帯でも私物いじりされており声掛けに「明日の朝帰るから」と話されています。

　　　　　　　　　本人の帰宅願望が本当に帰りたいと思って話しているのか誰かに何か言われてやっているのか（症状に左右された行動か）、本人自身が明確に話せない為（あるいは、話してはいけないという思いが働いている可能性もあります。）関わるスタッフは本人が訴えやすいように関わるようにしましょう。又、本人がやることに対し否定的な対応（ダメ）ではなく、なぜ今は控えなければならないのか（例えば夜間であれば物音等で周囲に支障をきたす為、等）を本人に気づいてもらうような対応の仕方をしましょう。（約束事を遵守させる事は、本人の認知能力を考慮するとかなり困難と思われます。）又、介入が長引く事で、休息するべき時間が短くなる可能性もあります。生活リズムを乱さないよう配慮しながら関わっていきましょう。

・滝田　英人様～就床に時間を要していますが睡眠は確保すること出来ています。日中は、眠そうな様子ありますがプログラム取り組む事出来ています。空笑・独語目立つ時は、その都度声掛けし現実的な時間を増やすよう関わっていきましょう。

・大釜　万知様～4/22(日)深夜帯に自室にてゲームをしており声掛けで就床されています。今後、睡眠に影響が出るようであれば使用状況を見て時間設定など検討していきましょう。以前より、服薬チェック表へのつけ忘れあり注意力が散漫になる事がありますので、忘薬や薬袋の取り違え等のトラブルがないよう留意していきましょう。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・伊藤　雄一様～食事の際、食材により調味料を多くかけていることあり、スタッフ介入に表面的な返答されています。合併症あり塩分量決められているのでレストランについたスタッフはその都度介入していきましょう。改められない場合は、栄養指導を検討していきます。

＜勉強会＞

　　ポートフォリオについて勉強会を行っています。

　　　　　　　　　　　　ポートフォリオについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松橋　直子

＜ポートフォリオが使用されている分野＞

さまざまな分野で用いられています。

例えば、投資、資産運用、資産管理など財テク関連で使用するもの。

：投資家や企業などが個々に保有している株式や債券などの資産構成を総括してさすことが多い。

教育界で使用されているもの：自分が生み出したいろいろなものを目的をもって閉じたりクリアファイルに入れて残したりするもの。総合的な学習の時間での使用が多い。評価が目的。

看護の中でも取り入れられているものです。看護大学や現場の看護教育の一環として。

＜ポートフォリオって何？＞

パーソナルポートフォリオと正式にはいう。

＜一般的な内容＞

自分自身の成長ファイル。目標や長所を書いてそれをファイルのポケットに入れ、あとは順次、宝物（大切にしている写真、手紙など）」「やり遂げたこと」「成功したこと」を同じようにポケットに入れていったもの。

＜目的＞

自己工程間や自尊感情を育てる事。自分に自信を持って自分をすきになることにある。私たちが大きく成長するには、「自分への自信を養うこと」が大きなカギを握っている。

＜これらを北病棟スタッフに置き換えて＞

私たちは日々、患者様への関わり毎日何か活動を行っている。委員会の仕事、看護グループの、病棟の…。しかし、人事考課などで上がってくるものはほんの一握り。管理者の目が届くのもほんの一部。本当は、患者様に細かな介入をしていること、逆に怒った口調で対応してること多々みかける。

また、実は患者様との接し方で悩んでいる。あの対応でよかったよね？など日々疑問に感じることもあるだろう。

　　↓

＜メリット＞

それらをノートにかいて振り返る機会を作ることで皆さんの成長につながる。

管理者の目の届かなかった達成したことが丸わかりで人事考課に反映させられ書くことができる。個々の仕事上の悩みが記録に残すことになって思い出せる。

面談などにも活用でき、管理者も皆さんの把握ができる。

最初にこうなりたいという目標やイメージを持ち、振り返ることで評価もできる。

記録に残すことであとから見た時に自分の成長を確認できる。　等々。

＜ポートフォリオの進め方＞

準備するのもの：ノート

①
通常、ファイルを使うが今回、ノートを用意してもらった。ノートは自分のもの。日記のように捉えてもらっても構わない。以下の事が書かれていれば使い方は自由。

②
初めのページにそれぞれの看護の介護の、夢または目標を書く。

例）（患者さんから声をかけられるナースになりたい）

③
看護、介護、病棟で、委員会で、病院で今年一年の目標を書く。

④
出来れば毎日出勤した日はノートに何か書く。実践したこと何でも記す。最初は1か月に２、3個のトピックスでも良い。書くことに慣れよう。

（トピックス的なものでも。委員会の集まりに行って起こった事、発言したことなど、何でも）

⑤
患者様の対応で困った事。迷っていること、失敗だったかなあ？スタッフとのやり取りで言い過ぎたかな？など

⑥
気になる事件、事故、切抜き、新聞、ほんの一部、メモ、覚えておきたいことなど貼ったり挟んだり。

あとは自由。絵をかいても、かわいくしてもOK。自分のやった事の足跡になるのですから。

◎1か月に1度振り返って思ったことを書き留める事。

◎6、8、10、12、2月に管理者に提出の事。確認だけさせてもらい、面談も実施し、よりみなさんの思っていること、考えていることを確認する機会としたい。

